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研究成果の概要： 

 

高さとは、代数体上に定義された代数多様体の点（より一般には部分代数多様体）の算術的な

「大きさ，複雑さ」を測る量と考えられる．代数多様体が「良い」自己写像を持つときには，

その写像に関して良く振る舞う高さが存在することがある．このような高さを標準的高さとい

う．例えば，代数体上に定義されたアーベル多様体の算術的性質を調べるときに基本的な

Neron-Tate の高さは，アーベル多様体の n倍射に関してよく振る舞う標準的高さである．当該

研究では，標準的高さ関数の構成，および，代数多様体の有理点の自己写像に関する算術的性

質を以下の場合に調べた．代数多様体が複数の「良い」射を持つ場合，アフィン平面の多項式

自己同型，代数多様体の射の「良い」列，正の位相エントロピーをもつ代数曲面の自己同型．

さらに，Joseph H. Silverman 氏と共同で，射影空間の二つの射に付随する標準的高さ関数が

一致するときに，二つの射が深く関係していることを示した． 
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１．研究開始当初の背景 

 

高さとは、代数体上に定義された代数多様体

の点（より一般には部分代数多様体）の算術

的な「大きさ，複雑さ」を測る量と考えられ

る．代数多様体が良い自己写像を持つときに

は，その写像に関して良く振る舞う高さが存

在することがある．このような高さを標準的

高さという．最も有名で深く研究されている

標準的高さは，代数体上に定義されたアーベ

ル多様体の n倍射に関してよく振る舞うもの

で、Neron-Tate の高さとよばれている．その

他に射影空間の射についても標準的高さが，

Call̶Silverman や Zhang によって構成され，

その数論的性質が調べられている． 

 

 

２．研究の目的 

アーベル多様体の n倍射や、射影空間の射に

関する標準的高さと同じように、代数体上に

定義された代数多様体とその自己写像に関

して，標準的高さ関数が構成できるかを調べ

る．Neron-Tate の高さはアーベル多様体の数

論的性質を調べる基本的な道具になってい

るので、もし標準的高さ関数が構成できれば、

代数多様体の自己写像の数論的性質を調べ

るための基本的な道具を提供することにな

るだろう．標準的高さ関数が構成できる場合

は，それを用いて，代数多様体の有理点の自

己写像に関する振る舞いなど、算術的な性質

を調べたい．また，標準的高さ関数の局所標

準的高さ関数への分解、および、局所標準的

高さ関数と非アルキメデス的力学系との関

係も調べたい． 

 

 

３．研究の方法 

 

高さは、もともとディオプァントス幾何の有

用な道具である．アラケロフ幾何を用いると，

高さを代数幾何的に構成することができる．

一方，射影空間の射に付随する標準的高さ関

数は，局所高さ関数に分解したとき、複素数

体では射に関する Green 関数というものに一

致する．この Green 関数は複素力学系で深く

研究されている．当該研究では，アラケロフ

幾何や複素力学系の手法も用いて，代数多様

体の自己写像に関する高さ関数を調べる． 

 

 

４．研究成果 

 

当該研究期間に発表された研究では，標準的

高さ関数の構成，および，代数多様体の有理

点の自己写像に関する算術的性質を以下の

場合に調べた． 

(1) 代数多様体が複数の「良い」射を持つ場

合．具体的には，Xを代数体上に定義され

た正規射影代数多様体とし f_1, …,f_k

を X から X 自身への射とし，Lを X の上の

豊富な直線束とする．このとき，1より大

きい数 dが存在して，Lを f_i で引き戻し

た直線束全体のテンソル積が L の d 回テ

ンソル積に同型の場合に，標準的高さ関

数や不変カレントの構成をし，Xと f_i の

性質をいくつか調べた． 

(2) アフィン平面の多項式自己同型（ただし，

elementary な自己同型に共役ではないも

の）． 

(3) 代数多様体の射の「良い」列．具体的に



は，(1)の k=1 の場合の f を「良い」射（こ

れは，Call--Silverman や Zhang によって

考えられたもの）とする．この「良い」

射のなす列が「有界」であるという条件

を導入し，「良い」射の「有界」な列に標

準的高さ関数が構成できることを示し，

その列の算術的性質を調べた． 

(4) 正の位相エントロピーをもつ代数曲面の

自己同型． 

さらに，Joseph H. Silverman 氏と共同で，

射影空間の二つの射に付随する標準的高さ

関数が一致するときに，二つの射が深く関係

していることを示した． 
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